
日本学術会議主催　公開シンポジウム

　࣌ɿ2017  5 ݄ 13 ʢʣ　14�00 ʙ 17�30
ձ　ɿຊֶज़ձٞߨಊ　౦ژ۠ߓຊ 7 ஸ目 22 ൪ 34 ߸
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プログラム　
14：00－14：10　 
　司　　会：山本佳世子（日本学術会議連携会員、電気通信大学准教授）
　開会挨拶：小松利光       （日本学術会議会員、土木工学・建築学委員会副委員長）
　来賓挨拶：佐々木　基  （内閣府　地方創生推進事務局長）
　趣旨説明：米田雅子       （日本学術会議会員、地方創生のための国土・まちづくり分科会委員長）
　　　　　
14：10－15：30　
　WS1「まちおこしの現場から明日を考える」（発表各 20 分、自由討議 40 分）
　　コーディネータ　園田　眞理子（日本学術会議連携会員、明治大学教授）
　　発表１：辺境におけるまちおこしの現場から　　  　　　　　　徳田光弘　（九州工業大学大学院工学研究院准教授）
　　発表２：水・食料・エネルギーの自給循環と環境収容力　　  　笠松浩樹　（愛媛大学社会共創学部特任講師）
　自由討議 (40 分間 )
　　パネラー　徳田光弘　（前掲）
　　パネラー　笠松浩樹　（前掲）
　　パネラー　戸所　隆　（日本学術会議連携会員、高崎経済大学名誉教授）
　　パネラー　小澤紀美子（日本学術会議連携会員、東京学芸大学名誉教授）
　　　　　
15：30－15：45　休　憩
　　　　　
15：45－17：25　
　WS2「まちづくりの現場から明日を考える」 （発表各 20 分、自由討議 40 分）
　　コーディネータ　林　良嗣（日本学術会議連携会員、中部大学教授）
　　発表３：橋と景観とまちづくり　　　　　　　　　　　　　　  久保田善明　（富山大学理工学部教授）
　　発表４：地域公共交通の活性化が地域の活性化を促すために　  加藤博和　（名古屋大学環境学研究科教授）
　　発表５：地域自律型の次世代型・水インフラシステム　　  　　牛島　健　（北海道立総合研究機構  北方建築総合研究所主査）
　自由討議　(40 分間 )
　　パネラー　久保田善明（前掲）
　　パネラー　加藤博和　（前掲）
　　パネラー　牛島　健　（前掲）
　　パネラー　嘉門雅史　（日本学術会議連携会員、京都大学名誉教授）
　　パネラー　船水尚行　（日本学術会議連携会員、北海道大学教授）
17：25－17：30　
　閉会の言葉：浅見泰司（日本学術会議連携会員、地方創生のための国土・まちづくり分科会副委員長）
　　　　　

お問い合わせ：米田雅子事務所　中川寛子　TEL ：03-5876-8461　e-mail：info@yoneda-masako.com

開催趣旨
　地域格差が広がり、人口減少が続くなかで、地方創生がわが国の重要な課題となっている。観光資源や地域資源を
活かしたまちおこし、自然環境と調和したまちおこし、子育て・高齢化・健康に配慮したまちづくり、既存施設の再活用、
コンパクト化による拠点づくり、都市農村交流、海外交流をはじめ、様々な取り組みが各地で行われている。
　本ワークショップでは、まちおこしに取り組む若手・中堅研究者に、現場の取組み、課題、提案を発表していただく。
地方創生のためには、地方の主体的な取組みを支援するとともに、様々な分野の交流により、鍵となるコンセプトを
見出す必要がある。発表をもとに、会場の一般参加者や当分科会の委員とともに、将来の方向について議論したい。
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૰
と
Ỻ

Ἵ
ἀ
ー
̓
ዅ
の
ᚾ
ም

ᆝ


（


）
の
ᐯ

ዅ
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の

Ỉ
⏣

㠃
✚

2
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4
6
㻘0
0
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㼔
㼍䘡

0
㻚1
㼔
㼍䛒

䛯
䜚
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⡿


✭
㔞

4
8
0
㼗㼓
䘡

1
0

䠙
1
1
㻘7
4
0
㻘8
0
0
㻘0
0
0
㼗㼓
・
・
・
䐟

1
1
㻘7
4
0
㻘8
0
0
㻘0
0
0
㼗㼓

䐟
䠍
人

䛒
䛯
䜚
の

⡿
ᾘ

㈝
㔞

に
ᇶ

䛵
く
ᢇ

㣴
ྍ

⬟
人

ཱྀ
䐟

㾂
1
1
0
㼗㼓
（



3
0
年

代
の

ᾘ
㈝

㔞
の

ᖹ
ᆒ

）
（
ᐯ

ዅ
щ

）
䠙

1
0
6
ᵊ7
3
4
ᵊ5
4
5
人

（
ᐯ

ዅ
щ

ᾉ
8
3
.8
％

）


ᓔ

の
ᐯ

ዅ


ᅜ
の

⏿
㠃

✚
1
㻘1
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2
㻘0
0
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㼔
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㼔
㼍䛒

䛯
䜚
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㔝
⳯


✭

㔞
2
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㼗㼓
䘡

1
0

㾂
（
ᚲ
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な
㔝

⳯
ᦤ
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㔞

3
0
0
䡃
䠋

᪥
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人
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3
6
5
᪥

㾂
1
㻘0
0
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）

3
0
2
5
7
0
9
5
9
人

（
ᐯ

ዅ
щ

2
3
7
7
％
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䠙

3
0
2
ᵊ5
7
0
ᵊ9
5
9
人

（
ᐯ

ዅ
щ

ᾉ
2
3
7
.7
％

）

ங
ឋ

ἢ
Ỷ
Ỽ
ἰ
Ἃ
Ỻ

Ἵ
ἀ
ー
の
ᐯ

ዅ


ᅜ
の

㔛
ᒣ

㠃
✚

7
㻘5
0
0
㻘0
0
0
㼔
㼍㾂

ᚲ
せ

ᯘ
地

㠃
✚

3
㻚2
5
㼔
㼍䠋

世
ᖏ

䠙
2
㻘3
0
7
㻘6
9
2
世

ᖏ
㽢

䠑
人

䠙
1
1
ᵊ5
3
8
ᵊ4
6
2
人

（
9
.1
％

）


ᅜ
の


᳃

ᯘ
㠃

✚
2
5
0
0
0
0
0
0
㼔
㾂

ᚲ
せ

ᯘ
地

㠃
✚

3
2
5
㼔
䠋
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ᖏ


ᅜ

の


᳃
ᯘ

㠃
✚
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㻘0
0
0
㻘0
0
0
㼔
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ᚲ
せ

ᯘ
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㠃
✚

3
㻚2
5
㼔
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世
ᖏ
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㻘6
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0
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ᖏ
㽢

䠑
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3
8
ᵊ4
6
1
ᵊ5
3
8
人

（
3
0
.2
％
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「
地

૾
о

ဃ
」
ែ

ዴ
は


ы
Ẵ
る
の
Ầ
ᾎ

ᇹ
ʚ

ഏ
ܤ

̿


ೌ
ầ
2
0
1
4
年

に


Ẽ
出

し
た
ɟ

ᡲ
の


ሊ
ẇ

Ṳ
ி

ʮ
の

ಊ
ᨼ

ɶ
と
地

૾
の
人
口
ถ
ݲ
に
ഫ

ഥ
Ờ
ử
Ầ
け
る

Ṳ
ி

ʮ
ồ
の
ɟ

ಊ
ᨼ

ɶ
と
地

૾
の
人
口
ถ
ݲ
に
ഫ

ഥ
Ờ
ử
Ầ
け
る

㧗
Ỉ

‽
の

ྜ
ィ

特
Ṧ

出
⏕

⋡
䜢
☜

ಖ
（
1
㻚8
～

2
㻚0
7
⛬

ᗘ
）

2
0
6
0
年

に
䠍
൨

人
つ

ᶍ
䜢
⥔

ᣢ
ఱ

䜒
な

䜜
䜀

台
2
0
6
0
年

に
䠍
൨

人
つ

ᶍ
䜢
⥔

ᣢ
（
ఱ

䜒
し
な
䛡
䜜

䜀
䠔
༓


人
台

）

2
1
1
0
年

㡭
に
䠔
～

䠕
༓


人

䜢
⥔

ᣢ
（
ఱ

䜒
し
な
䛡
䜜

䜀
䠐
༓


人

台
）

Ṳ


ᧈ
щ

ử
ᄩ

̬
Ẵ
る

2
0
5
0
年

に
ᐇ

㉁
㻳
㻰
㻼
ᡂ
㛗
⋡
1
5
～

䠎
䠂
⛬
ᗘ
䜢
⥔
ᣢ

2
0
5
0
年

に
ᐇ

㉁
㻳
㻰
㻼
ᡂ
㛗
⋡
1
㻚5
～

䠎
䠂
⛬
ᗘ
䜢
⥔
ᣢ

Ṳ


Ầ
Ụ
地

૾
ồ
Џ

ủ
Ⴘ

の
な
ẟ
ૅ

ੲ
Ṳ


Ầ
Ụ
地

૾
Џ

ủ
Ⴘ

の
な

ૅ
ੲ

ᇶ
ᮏ

┠
ᶆ

に
ἢ

っ
て


⟇

䜢
䝟

䝑
䜿
ー
䝆
ン
䜾

地
方

䛷
の

し
䛤
と
䛵
く
䜚

地
方

䜈
の

᪂
し
い
䜂
と
の

流
䜜


⟇

䜢
䝑
䜿

䝆
䜾

⤖
፧

・
出

⏘
・
Ꮚ

⫱
て

地
ᇦ

と
地

ᇦ
の

㐃
ᦠ

「
地
૾
о
ဃ
」
に
࣏
ᙲ
な
᠃
੭
ໜ

人
口
ถ
ݲ
は
फ
な
の
Ầ
ὲ
ᾎ

人
口
ถ
ݲ
は
फ
な
の
Ầ
ὲ
ᾎ

世
ㄽ

ㄪ
ᰝ

䛷
は

「
䠕


以
上

の
ᅜ

Ẹ
が

䛄
人

ཱྀ
減

少
は

ᮃ
䜎
し
く
な
い
䛅
と
回

答
し
䛯
が

少
な
い
人

ཱྀ
䛷
住

䜏
䜔

䛩
い
♫


䜢
䛴
く
る
方

向
ᛶ

が
䛒
っ
て
䜒

答
し
䛯
が
、
少

な
い
人

ཱྀ
䛷
住

䜏
䜔

䛩
い
♫


䜢
䛴
く
る
方

向
ᛶ

が
䛒
っ
て
䜒

䜘
い
。

人
口
の
ᢘ
ദ
ᙹ

の
ႆ
े
ử
ਤ
ế

人
口
の
ᢘ
ദ
ᙹ

の
ႆ
े
ử
ਤ
ế

㐣
ཤ

約
1
0
0
年

㛫
の

人
ཱྀ

ᛴ
ቑ

・
ᛴ

減
が

Ṕ
ྐ

ⓗ
に
␗

ᖖ
。
㈨

※
の

⮬
⤥

ᚠ
⎔

に
ᇶ

䛵
䛡
䜀

人
ཱྀ

は
䜘
䜚
少

な
く
て
䜒
䜘
い
と
い
う
Ⓨ


䜒
䛒
䜚
ᚓ

る
ᚠ

⎔
に
ᇶ

䛵
䛡
䜀

、
人

ཱྀ
は

䜘
䜚
少

な
く
て
䜒
䜘
い
と
い
う
Ⓨ


䜒
䛒
䜚
ᚓ

る
。

㈨
※

⮬
⤥

と
⤒

῭
⥔

ᣢ
の

䝞
䝷
ン
䝇
䜢
ど

㔝
に
ධ

䜜
、
㐺

ṇ
つ

ᶍ
䜢
᥈

る
。

ኺ
ฎ

ᧈ
と
地
૾
の
ႆ
ޒ
は
ト
Ἶ

Ἓ
Ỽ
ἧ

ኺ
ฎ

ᧈ
と
地
૾
の
ႆ
ޒ
は
ト
Ἶ
ー
Ἓ
Ỽ
ἧ

⤒
῭

ᡂ
㛗

は
㒔

ᕷ


の
流

䜜
の

୰
䛷
㐍

ᒎ
し
て
き
䛯
。


後
䜒
⤒

῭
ᡂ

㛗
䜢
ඃ

ඛ
䛩
る
な
ら

ᴟ
㞟

୰
は


ྍ

㑊
䛣
䜜

は
地

方
の

Ⓨ
ᒎ

と
は

㏫
⾜

䜎
䜢
ඃ
ඛ
䛩
る
な
ら
୍

ᴟ
㞟

୰
は


ྍ

㑊
。
䛣
䜜

は
地

方
の

Ⓨ
ᒎ

と
は

㏫
⾜

䜎
䛯
は

▩
┪

䛩
る
。
⤒

῭
の

ᡂ
㛗

㊰
⥺

か
ら
ᶓ

䜀
い
㊰

⥺
䜈

の
移

⾜
䜒
ᶍ

⣴
䛩
る
。

䛩
る
。

「
Ἧ
Ἃ
ト
ᡈ
ˊ
҄
」
の
ᙻ
ໜ
も
࣏
ᙲ

Ἧ
Ἃ
ト
ᡈ

ˊ
҄

ử
Ễ
ạ
ᡶ
Ờ
る
Ầ
ᾎ

ᑓ
㛛
ศ


ᑓ
㛛
ศ


ݱ
ᙹ

分


್
ị
ẟ

ᧈ

ݱ
ᙹ
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್
ị
ẟ

ᧈ

大
ᆺ


㞟
୰

⤒
῭
ᡂ
㛗
㔜
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ᆺ
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㞟
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⤒
῭
ᡂ
㛗
㔜
ど

ٶ
業

ٶ
業
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ɢ

ό
ẝ
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ị
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・
ᾁ
・
ᾁ


の
Ἳ
Ỷ
ἧ
・
Ἃ
ἑ
Ỷ
Ἵ

Ἵ
ἓ

ἁ
Ἃ
ἑ
Ỷ
Ἵ

Ễ
Ắ
Ể
・
Ễ
ạ
Ẵ
ủ
ị

ӧ
Ꮱ

に
な
る
Ầ
ᾎ

ἰ
Ἵ
ἓ
・
ὁ
ー
ἁ
・
Ἃ
ἑ
Ỷ
Ἵ

ɧ
̝

と
࠳

ᅦ
は
ɲ

ᇌ
Ẵ
る

な
Ễ

ӧ
Ꮱ
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Ầ
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இ
高
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ໜ
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ោ
現
ئ

Ầ
Ụ
Ṟ

ग़
ۧ
Ⴤ
ᙱ
予
ࠊ
؉
川
ထ
高
川
地
区


高
ኖ
9
2
0
ᾼ

大
ᰳ

人
口

5
5
5
人

2
5
5
ɭ

࠘
ܤ
ރ

ʻ
ʟ

2
5
5
ɭ

࠘
高

齢
҄

ྙ
ኖ

5
0
％

ᵆ
2
0
1
6
.4
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0
.現

נ
ᵇ

ᆉ




ɦ
組

ᓎ
ʂ


இ
˯
地
ໜ


高
1
8
0
ᾼ

9
6
0
年

Ụ
2
0

0
年

0
年

᧓
ٽ
ᢹ
Ҿ

ய

ẉ

ρ
җ

൷

ẉ

1
9
6
0
年

Ầ
Ụ
2
0
1
0
年

の
5
0
年

᧓
Ể

ဋ
・
လ
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ט
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ԃ
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ầ
8
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ᶆ
ᵿ
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ய

ẉ

ρ
җ
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1
9
6
0
年

ḵ
ᴾ2
0
1
0
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ဋ
1
4
5
ᶆ
ᵿ

8
7
ᶆ
ᵿ

လ
1
0
0
ᶆ
ᵿ

3
0
ᶆ
ᵿ

本


လ
1
0
0
ᶆ
ᵿ

3
0
ᶆ
ᵿ


ט
地

4
2
ᶆ
ᵿ
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1
9
6
0
年

ᾉ
1
ᵊ5
5
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ᶆ
ᵿ
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住
民

組
織

（
高

川
地

域
づ
く
り
会

）
と
大
学
と
の
関
わ
り

高
川
地
区
に
お
け
る
人
口
予
測

※
住

民
基

本
台

帳
よ
り
コ
ー
ホ
ー
ト
分

析

18
0

2
0
1
3
年

実
績

値
人

8010
0

12
0

14
0

16
0

2
0
1
3
年

実
績

値
全
人
口
6
2
3
人

6
0
歳
代
が
最
多
数
。

0204060

0～
9
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～

19
20

～
29
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～

39
40

～
49

50
～

59
60

～
69

70
～

79
80

～
89

90
～

99
歳

4
0
歳
代
以
下
は
少
数
。

12
0

14
0

16
0

18
0

2
0
2
3
年
予
測
値

全
人
口
5
8
6
人

（
2
0
1
3
年

の
9
4
0
％
）

歳

人

2040608010
0

（
2
0
1
3
年

の
9
4
.0
％
）

主
力
層
が
約
1
0
歳
上
昇
。

3
0
歳
代
以
下
は
減
少
傾
向
。

0
0～

9
10

～
19

20
～

29
30

～
39

40
～

49
50

～
59

60
～

69
70

～
79
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～

89
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～
99
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0

18
0

2
0
3
3
年
予
測
値

全
人

4
9
1
人

歳

人

3
0
歳
代
以
下
は
減
少
傾
向
。

608010
0

12
0

14
0

全
人

口
4
9
1
人

（
2
0
1
3
年

の
6
7
.3
％

）

主
力
層
は

7
0
歳
台
（
移
住
効
果
）
。

02040

0～
9

10
～
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20

～
29

30
～

39
40

～
49

50
～

59
60

～
69

70
～

79
80

～
89

90
～

99
歳

主
力
層
は

7
0
歳
台
（
移
住
効
果
）
。

3
0
歳
代
以
下
は
依
然
と
し
て
減
少
。

未
就
学
世
代
が
減
少
に
向
か
う
。

7

移
住

者
の
背

景
※

移
住

者
ア
ン
ケ
ー
ト
「
も
ん
た
人

・
き
な
は
っ
た
調

査
」
よ
り

移
住

者
の
年

齢
と
出

身
地

567

地
区
内

地
区
外

移
住

者
の
年

齢
と
出

身
地

6
0
歳
代
と
3
0
歳
代
の
移
住
が
顕
著
。

234 人数

3
0
歳
代
以
下
は
地
区
内
出
身
者
（
Ｕ

タ
ー
ン
者
）
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

012

2
0
歳
代

3
0
歳
代

4
0
歳

代
5
0
歳
代

6
0
歳
代

7
0
歳
代

2
0
歳
代

3
0
歳
代

4
0
歳

代
5
0
歳
代

6
0
歳
代

7
0
歳
代

78

現
職

前
職

移
住

者
の
職

業

3456

人数

前
職

（
現

職
・
前

職
）

前
職

は
「
販

売
・
流

通
」
、

「
製

造
業

な
ど

地

0123
「
製

造
業

」
な
ど
、
地

元
に

少
な
い
職

種
が

特
徴

。

現
職

は
「
無

職
」
、
「
そ
の

農 業
林 業

製 造 業

販 売 ・ 流 通

公 務 員

団 体
金 融 ・ 保 険 業

医 療 関 係

福 祉 関 係

そ の 他

学 生
主 婦

無 職

現
職

は
無

職
」
、

そ
の

他
」
な
ど
、
定

年
退

職
後

の
暮

ら
し
方

が
特

徴
。

1
0

移
住
し
た
理
由

※
移

住
者

ア
ン
ケ
ー
ト
「
も
ん
た
人

・
き
な
は
っ
た
調

査
」
よ
り

789 456

件数

「
そ
の

他
」
は

123

そ
他

」
転

勤
、
病

気
な
ど
。

01

家 や 土 地

親 の 世 話

配 偶 者 の

生 ま れ 故

親 と 一 緒

近 く に 頼

都 会 よ り

高 川 の 人

世 帯 を 持

子 ど も の

趣 味 が 実

以 前 の 仕

知 人 等 の

良 い 仕 事

地 域 づ く

以 前 の 人

以 前 に 住

そ の 他
地 が あ る （ 相 続 で

話 を す る た め

の 望 み

故 郷 に 住 み た か

緒 で 子 育 て し や す

頼 れ る 人 や 友 人

り 田 舎 が 良 か っ た

人 が 親 切

持 っ た ら 親 が 隠

の 育 ち や 教 育 の

実 現 し や す い

仕 事 が 良 く な か

の 勧 め ・ 誘 い

事 が あ っ た

く り を 頑 張 っ て い

人 間 関 係 が 煩 わ

住 ん で い た 場 所 が
で き る ）

か っ た
す い

が い る

た
居 し て 家 を 継 ぐ

環 境 が 良 い

か っ た
い る 地 区 だ か ら

わ し か っ た

が 良 く な か っ た

家
土

地
の

存
在

親
の

ぐ 習 慣 が …

ら
た

複
数

回
答

家
土

地
の

存
在

、
親

の
世

話
が

大
き
な
理

由
。
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ᓔ
ử
ဃ

င
Ẵ
る
Ắ
と
ầ
ӧ

Ꮱ
3
ᵊ6
0
0
人

分
の


ᓔ
ử
ဃ

င
Ẵ
る
Ắ
と
ầ
ӧ

Ꮱ

Ỻ

Ἵ
ἀ
ー


૰

の
˷

й
分

ử

1
ᵊ8
4
4
人
分

の
ᕢ

໗
ဃ

င
ầ
ӧ

Ꮱ
※

ౕ


ử


ᆔ
᠃

੭
し
ề
ᕢ

໗
ဃ

င
ử
ᘍ

っ
た
ئ

ӳ

ᝤ
٥

Ẵ
る
Ắ
と
に
よ
っ
ề

ཋ


ở
Ỻ

Ἵ
ἀ
ー
ử

ទ
λ

Ẵ
る
Ắ
と
も
ӧ

Ꮱ

高
川
地

に
ൔ

᠋
ᾉ
1
9
5
2
年

の
ཞ
ඞ

ទ
λ

Ẵ
る
Ắ
と
も
ӧ

Ꮱ

高
川
地

区
に
は
Ẇ

ኖ
4
6
0
ɭ
࠘
・
1
ᵊ8
0
0
人
ử

ൔ
᠋

ᾉ
1
9
5
2
年

の
ཞ
ඞ

ɭ
࠘

3
4
4
ৎ

人
口

1
ᵊ9
9
0
人


ạ
Ắ
と
の
Ể
き
る

เ
ầ
ẝ
る

人
口

1
ᵊ9
9
0
人

「
高

川
ᣂ

ם
ᛏ

」
よ
り

高
川
地
区
に
˴
人
住
Ờ
る
の
Ầ
ᾎ

ṟ
ኺ
ฎ
Ἣ
ー
Ἃ
ᚾ
ም

1
年
᧓
の
࣏
ᙲ

ӕ
᫇
ử
5
0
0
ɢ
ό
と
Ẵ
る
と
Ẇ

高
川
地
区
ϋ
の

เ
（
ᠾ
င
ཋ

ங

）
に
基
づ
け
ị

高
川
地
区
ϋ
の

เ
（
ᠾ
င
ཋ
・
ங

）
に
基
づ
け
ị

1
0
4
ɭ
࠘
（
ܼ
ଈ
）
分
の
ӓ
λ
ử
ࢽ
る
Ắ
と
ầ
ӧ
Ꮱ
ẇ

1
ܼ
ଈ
2
.4
人
（
高
川
の

ר
ɭ
࠘
Ճ
ૠ
）
と
Ẵ
る
と
Ẇ

2
5
0
人
ử

ạ
Ắ
と
ầ
ӧ
Ꮱ
ẇ

2
5
0
人
ử

ạ
Ắ
と
ầ
ӧ
Ꮱ
ẇ

実
७
と
し
ề
は

ٳ
ᢿ
ኺ
ฎ
ử
ӕ
り
λ
ủ
ề

実
७
と
し
ề
は
Ẇ
ٳ
ᢿ
ኺ
ฎ
ử
ӕ
り
λ
ủ
ề

（
ộ
た
は
ٳ
ᢿ
ኺ
ฎ
に
組
Ớ
ᡂ
ộ
ủ
な
ầ
Ụ
）

高
川
地
区
の
人
ẉ
は
ဃ
ᚘ
ử
ᇌ
ề
ề
ẟ
る
ẇ

地
区

の
ൿ
ܭ

ᾉ
「
移

住
お
ᚾ

し
住

ܡ
」
ử
ఋ
と
し
た
移
住
者
ᄩ
̬

移
住

者
は

ܭ
年

ࢸ
ɭ

ˊ
（
「
人

ဃ
の
ಏ

ט
組

」
）
ầ
இ

ٶ
移

住
者
は
Ẇ
ܭ

年
ࢸ

ɭ
ˊ

（
「
人

ဃ
の
ಏ

ט
組

」
）
ầ
இ

ٶ
Ẇ

ഏ
ẟ
Ể
܇

Ꮛ
ề
ɭ

ˊ
（
「
ܼ

ử
ዒ

ẫ
組

」
）
ẇ

2
0
῍

3
0
ബ

ˊ
の
ᒉ

ẟ
ɭ

ˊ
に
ཀྵ

ẟ
ử
ܭ

Ờ
る
Ắ
と
に
し
た
ẇ

2
0

3
0
ബ

ˊ
の
ᒉ

ẟ
ɭ

ˊ
に
ཀྵ

ẟ
ử
ܭ

Ờ
る
Ắ
と
に
し
た
ẇ

ٶ
く
の
移

住
者

は


ࢳ
し
な
ẟ
ẇ
ݲ

ૠ
Ể
ẟ
ẟ
ẇ

地
域

の
Ắ
と
ử
ჷ

っ
ề
く
ủ
ề
Ẇ
ឃ

ӷ
し
ề
く
ủ
ề
Ẇ

地
域


ѣ

ᆢ
ಊ

ႎ
に
Ӌ

人
住

ầ
「
ᢠ

地
域

の


ѣ
ồ
ᆢ

ಊ
ႎ

に
Ӌ

ဒ
Ẵ
る
人

ử
住

民
ầ

「
ᢠ

ố
」
ẇ

ᆰ
き
ܼ

ử
ો

̲
し
Ẇ
移

住
前

の
ˎ

の
住

Ớ
ܼ

ử
੩

̓
地

区
Ể


Ụ
Ẵ
ἠ
Ỹ
ἡ
Ỹ
ử
ộ
と
Ờ
た
ώ

܇
の
˺


ᒉ

ẟ
ڡ

ࣱ
ộ
た
は
܇

Ꮛ
ề
ɭ

ˊ
ầ
ݣ

ᝋ
ᨂ

ܭ
ᾀ
組

ᨂ
ܭ

ᾀ
組

ᾀ
年

᧓
ܼ



ό

๛
נ

ɶ
に
ܼ

と
ˁ

ʙ
ử


し
ề
も
Ụ
ạ

๛
נ

ɶ
に
ܼ

と
ˁ

ʙ
ử


し
ề
も
Ụ
ạ

（
Ѹ

ᛯ
Ẇ
住

民
も
ˁ

ʙ
ử
ኰ

ʼ
）

Ṳ
3
2
7
ৎ

8
4
7
人

高
齢

҄
ྙ

4
3
3
％

（
2
0
1
4
3
2
7
現

נ
）
ẇ

実
ោ
現
ئ

Ầ
Ụ
ṟ

ग़
ۧ
Ⴤ
ᙱ
予
ࠊ
ଢ
ා
ထ

൶
地
区

Ṳ
3
2
7
ৎ

Ẇ
8
4
7
人

Ẇ
高

齢
҄

ྙ
4
3
.3
％

（
2
0
1
4
.3
.2
7
.現

נ
）
ẇ

Ṳ
ଢ

ා
Ể
は
大

ദ


Ầ
Ụ
ᇹ

ʚ
ഏ

ɭ
မ

大


ࢸ
に
ჽ

໋
業

ầ
ႆ

ᢋ
ẇ

Ṳ
Ắ
ủ
に
ˤ

っ
ề
ෙ

ᢃ
業

ở
ՠ

業
も
ႆ

ᢋ
ẇ

Ṳ
Ẹ
ủ
ˌ

前
は
大

き
な
င

業
は
な
く
Ẇ
Ҟ

ᠾ
Ҟ


の
ဃ


ầ
ᧈ

ẟ
ẇ

Ṳ
ỽ
ἑ
ἁ
ἓ
Ỷ
ὁ
Ἁ


Ẇ
െ

လ
Ể
ᐯ

ዅ
ဇ

の


ᕶ
と
ᰳ

ử
ఎ

ؔ
ẇ

Ṳ
1
9
5
0
ˊ

ࢸ
Ҟ

に
ỽ
ἑ
ἁ
ἓ
Ỷ
ὁ
Ἁ
の


ྒ


ầ
大

ࠢ
に
ถ

ݲ
Ṳ

1
9
5
0
ˊ

ࢸ
Ҟ

に
ỽ
ἑ
ἁ
ἓ
Ỷ
ὁ
Ἁ
の


ྒ


ầ
大

ࠢ
に
ถ

ݲ
ẇ

Ṳ
ἓ
Ἴ
ἳ
ン


Ẇ
Ⴧ

ྫྷ


഻
Ẇ
ݱ

ᙹ


な


഻


業
ầ
ڼ

ộ
っ
た
ẇ

Ṳ
1
9
6
0
年

に
は
Ẇ
Ҥ

Ӽ
き


᩿
ử
М

ဇ
し
た
௧


ఎ

ؔ
ử
ݰ

λ
ẇ

Ṳ
1
9
6
0
年

に
は
Ẇ
Ҥ

Ӽ
き


᩿
ử
М

ဇ
し
た
௧


ఎ

ؔ
ử
ݰ

λ
ẇ
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൶
地

区
コ
ἱ
ἷ
Ἕ
Ἐ
ỵ
の
ᾃ
ޖ

ನ
ᡯ
と
Ẹ
の

ѣ

地
区

ᑠ
学
ᰯ
区

බ
Ẹ
㤋

㐠
ື


ᑠ
学
ᰯ
区

、
බ
Ẹ
㤋

、
㐠
ື


、
か
䜚
と
䜚
䜒
䛥
く
の

、
㟷
年

、

፬
人


⚍
䜚
の

❧
て
、
ᚚ
㍿
ᒇ
の
ᤲ
㝖
、

⤌
区

（
Ώ

Ụ
）

⚍
䜚
の

❧
て
、
ᚚ
㍿
ᒇ
の
ᤲ
㝖
、

⎔
ቃ
⨾

➼

ᮏ
ᾆ
䠖

∵
㨣
、
Ꮚ
ど
䜒
の
┦
᧞
⏒
ྃ
、

ኴ
⚄
ᴦ

ᯞ
ᾆ

⌜
区

（
Ώ

Ụ
）

ⴿ

、
䛚
ㅮ
、
ᓫ
ᩗ
ㅮ
、
䛚
⠇
ྃ
、
⚄
♫
の
ᙺ
、

ᑎ
の
ᙺ

区
㈝
の
㞟
㔠

㞟
䜑
䜒
の

ᯞ
ᾆ

䠖
大
⊁

の

䝒
㮵

㛛
அ
⬥
の
䛚
⯪
⦎
䜚

⌜
区

（
Ώ

Ụ
）

ᑎ
の
ᙺ

、
区
㈝
の
㞟
㔠

、
㞟
䜑
䜒
の
、

⾜
ᨻ
㛵
ಀ
の
依
㢗

ົ
➼

Ṳ
ᇌ

Ẽ
ɥ

ầ
り
の
ଔ

Ằ

「
Ầ
り
と
り
も
Ằ
く
の
会
」
の
ᚨ
ᇌ
背
景
と

ѣ
ϋ
ܾ

Ṳ
ᇌ

Ẽ
ɥ

ầ
り
の
ଔ

Ằ
ᕷ

が
タ

❧
・
㐠

Ⴀ
䜢
᥎

㐍
䛩
る
地

ᇦ
䛵
く
䜚
⤌

⧊
。


⟇


か

ら
䠎
䞄
᭶

後
（
2
0
1
1
年

6
᭶

）
に
タ

❧
。

地
区

ᮏ
᮶

の
䜎
と
䜎
䜚
の

Ⰻ
䛥
が

⫼
ᬒ

と
な
っ
䛯
。

Ṳ
住

民
の
ᐯ

ᇌ
ầ
ॖ

ᜤ
Ằ
ủ
ề
ẟ
る

Ṳ
住

民
の
ᐯ

ᇌ
ầ
ॖ

ᜤ
Ằ
ủ
ề
ẟ
る

「
住

Ẹ
が

⋡
ඛ

し
て
⮬

❧
䛷
き
る
地

ᇦ
䛵
く
䜚
䜢
䜑
䛦
し
䡡䡡
䡡」

「
䜂
と
䜚
୍

人
の

ཿ
ᬛ

と
ᛮ

い
䜢
⤖

㞟
し
䛯


ព
ᕤ

ኵ
䡡䡡
䡡」

Ṳ
身

の
ɣ

に
ӳ

っ
た
組

織
˳

С
㒊


ไ

は
と
ら
䛪
、


件
に
ᛂ

䛨
て
人

䜢
⤌

⧊
。

㒊


ไ
䛪
、


件
䜢
⤌

⧊
。

住
Ẹ

に
䜘
る


ົ
ᒁ

య
ไ

。

Ṳ
ɼ

な


ѣ
ϋ

ܾ
Ṳ

ɼ
な


ѣ
ϋ

ܾ
地

区
内

ྛ
⤌

⧊
の

ᨭ


、
ᑠ

学
ᰯ

㊧
地

の


⏝
᳨

ウ
、

⎔
ቃ

ᩚ
ഛ

（
果

ᶞ
ᅬ

㎰
㐨

）
、
移

住
者

の


䜃
㎸

䜏
、

大
学

と
の


流

（
ឡ


大

学
、
ᮾ

ὒ
大

学
➼

）
、
地

区
ィ

⏬
の

⟇
定
な
ど
。


൶

地
区

の
学

ఄ
の
ഭ
Ӫ

地
区

ẫ
る
Ớ
の


Ꮛ
Ầ
Ụ
地

域
づ
く
り
ồ
の
ႆ
ޒ

1
6
5
0
年
㡭

ጾ
ᚨ
㝔
※
⏺
ἲ
༳
が
ᑎ
Ꮚ
ᒇ
䜢
㛤
く
。

1
8
7
2
年

学
ไ
Ⓨ
ᕸ

。


൶

地
区

の
学

ఄ
の
ഭ
Ӫ

Ṕ
ྐ

ⓗ
に
ᩍ

⫱
⇕

ᚰ
な
地

区
年

学
ไ
Ⓨ
ᕸ

。

1
8
7
3
年

୰
学
区
䛚
䜘
䜃
ᑠ
学
区
䜢
タ
⨨
。

1
8
8
7
年

⡆
᫆

学
ᰯ

タ
⨨

。

1
8
9
0
年

ᑜ
ᖖ
ᑠ
学
ᰯ
タ
⨨

現
在
䜒
地
区
䛠
る
䜏
の
ᩍ
⫱
が
᰿

く

䕔
㻼
㼀
㻭
の
ṇ

ဨ
・
‽

ဨ

䈜
‽

ဨ
は
ᑠ
学
⏕
の
家
᪘
以
外
の
住
Ẹ

1
8
9
0
年

ᑜ
ᖖ
ᑠ
学
ᰯ
タ
⨨

。

1
8
9
3
年

⿵
⩦

⛉
タ

⨨
。

1
8
9
7
年

ᑜ
ᖖ

㧗
➼
ᑠ
学

ᰯ
タ

⨨
。

䈜
‽

ဨ
は
ᑠ
学
⏕
の
家
᪘
以
外
の
住
Ẹ

䕔
ᑠ
学
ᰯ
の
䛚
▱
ら
䛫
は
地
区

య
䜈

䕔
ᑠ
学
ᰯ
の
㐠
ື

は

住
Ẹ
ཧ
ຍ

㧗
ᰯ
タ

1
9
1
3
年

㎰
業
⿵
⩦
学
ᰯ
タ
⨨
。

1
9
2
6
年

㟷
年
カ
⦎
ᡤ
タ
⨨
。

1
9
3
5
年

㟷
年
学
ᰯ
タ
⨨

♫


ཧ
⏬

ព
㆑

が
㧗

い
ά

Ⓨ
な
地

ᇦ
ά

ື
䜢
⫱

䜐

♫


ᩍ
⫱

1
9
3
5
年

㟷
年
学
ᰯ
タ
⨨

。
ά

Ⓨ
な
地

ᇦ
ά

ື
䜢
⫱

䜐

⊁
Ụ
ᑠ
学
ᰯ
が
「
か
䜚
䛘
➗
学
ᰯ

と
ᪧ

⊁
Ụ
ᑠ
学
ᰯ
が
「
か
䜚
䛘
➗
学
ᰯ
」
と
し

て
地
ᇦ
䛵
く
䜚
の
ᣐ
Ⅼ
と
な
る
。

現
在
は
、
㎰
業
㛵
ಀ

業
の

ົ
ᡤ
、
Ꮚ

⫱
て
䝃
ー
䜽
䝹
、
ᮌ
ᕤ
䜰
䝖
䝸
䜶
、
Ẹ
ⱁ
ရ
ᒎ

♧
ᐊ
な
ど
に

⏝
䛥
䜜
て
い
る
。

ɭ
ˊ
ʩ
ˊ

ഏ
ɭ
ˊ
の
ᓦ
ᑻ


൶

᩷
年

ׇ
（
῍

1
9
9
4
年

）
₇


、
⛅

⚍
䜚
の

⦎
䜚
の

世
話

、
⾨

⏕
ᾘ

ẘ
ㄳ

㈇
、

ᩗ
⪁


（
፬

人


と
༠

ാ
）

な
ど
䜢
ᐇ



᩷
年

ׇ
・
ۡ

人
会

ɭ
ˊ

㟷
年
ᅋ
䜔
፬
人

の
主
ᙺ

と
な
っ
て
ά
ື
し
て
き
䛯
世


൶

᩷
年

会
（
2
0
0
6
年
῍

）

ᩗ
⪁


（
፬

人


と
༠

ാ
）
、
な
ど
䜢
ᐇ


。

と
な
っ
て
ά
ື
し
て
き
䛯
世

代
は
、
現
在
䜒
地
ᇦ
の
୰

ᚰ
䜢
ᢸ
っ
て
い
る
。


൶

᩷
年

会
（
2
0
0
6
年

）
地

区
⾜


の

᰾
、
ⱝ

者
の

ᒃ
ሙ

ᡤ
の

☜
ಖ

、
ⱝ

者
の

⤖
፧

ᑐ
⟇

、
な
ど
が

┠
ⓗ

。
Ắ
ủ
Ầ
Ụ
の
ɼ

щ
ɭ

ˊ
᪂
䛯
な
ά
ື
の
ᢸ
い
ᡭ
と

ۡ
人

会

し
て
Ⓨ
⏕
し
䛯
⤌
⧊
。

㟷
年

、
䜒
䛥
く
ዪ
Ꮚ

、

⨾
～
䜣
䛪
な
ど
。

ᩗ
⪁


の

ᩱ
理

䛵
く
䜚
、
ᾏ

⏘
≀

の


ධ
䜜

・
販

売
、

⏕
ά

ᨵ
ၿ

、
な
ど
䜢
ᐇ


。

特
に
ዪ
ᛶ
は
、
ⱝ
い
世
代

か
ら
ඛ
㍮
世
代
䜎
䛷
が
ΰ

在
し

る
Ⅼ
が
特
徴
ⓗ

も
Ằ
く
ڡ

܇
会

（
2
0
1
3
年

῍
）

2
0
～

6
0
歳

代
が

ཧ
ຍ

༙
数

が
地

区
外

出
身

者

在
し
て
い
る
Ⅼ
が
特
徴
ⓗ

䛷
䛒
䜚
ᙉ
䜏
䛷
䜒
䛒
る
。

2
0
～

6
0
歳

代
が

ཧ
ຍ

。
༙

数
が

地
区

外
出

身
者

。
᪥

᭙
ᕷ

䛷
⥲

⳯
、
䝟

ン
、
䛚
Ⳬ

Ꮚ
䜢
販

売
。

ά
ື

し
て
い
る
世

代
に

複
数

の
層

が
䛒
る
。
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ʻ
ࢸ

の

ໜ

ᾀ
ᾉ


൶
ϋ

ٳ
の
人

の
ế
な
ầ
り
ử
Ꮛ
ề
る

目
指

す
姿

現
状 多

様
な

住
民

の
存

在

現
状

個
々

の
持

ち
味

を
活

か
し

な
が

ら
将

来
像

を
共

有
す

る

住
民

・
各

種
団

体
・

か
り

と
り

も
さ

く
の

会
が

つ
な

が
る

こ
と

で
実

現

狩
江

に
つ

い
て

多
角

的
に

学
ぶ

「
狩

江
学

」
の

実
施

㉕
㉘

「
狩

江
学

」
実

行
委

体
制

整
備

狩
江

に
つ

い
て

多
角

的
に

学
ぶ

「
狩

江
学

」
の

実
施

㉕
㉘

１
．

過
去

の
狩

江
か

ら
現

在
の

狩
江

へ
と

つ
な

げ
る

（
時

間
軸

を
意

識
し

て
物

事
を

見
る

目
を

養
う

）
(1

)
狩

江
の

自
然

に
関

す
る

勉
強

会
の

開
催

「
狩

江
学

」
実

行
委

員
会

の
設

置

文
化

的
景

観
調

査
・

(1
) 

狩
江

の
自

然
に

関
す

る
勉

強
会

の
開

催
(2

) 
狩

江
の

暮
ら

し
に

関
す

る
勉

強
会

の
開

催
(3

) 
狩

江
の

生
業

に
関

す
る

勉
強

会
の

開
催

現
在

の
狩

江
か

未
来

の
狩

江
と

な
げ

保
全

計
画

と
の

連
携

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
に

２
．

現
在

の
狩

江
か

ら
未

来
の

狩
江

へ
と

つ
な

げ
る

（
将

来
へ

向
け

た
提

案
を

す
る

発
想

力
を

養
う

）
(1

) 
狩

江
の

未
来

像
を

話
し

合
う

機
会

の
創

出
㉓

(2
) 

活
動

す
る

た
め

の
（

活
動

し
や

す
い

）
体

制
整

備
(3

)
必

要
な

専
門

知
識

を
得

る
た

め
勉

強
会

開
催

ホ
ム

ジ
等

よ
る

情
報

発
信

(3
) 

必
要

な
専

門
知

識
を

得
る

た
め

の
勉

強
会

の
開

催

人
材

育
成

実
践

活
動

暮
ら

し
仕

事
子

育
て

人
材

育
成

過
去

か
ら

未
来

を
見

据
え

る
こ

と
の

で
き

る
人

材
を

育
て

る

狩
江

に
住

む
こ

と
に

誇
り

が
持

て
る

人
材

を
育

て
る

ʻ
ࢸ
の


ໜ
ᾁ
ᾉ

業
Ầ
Ụ

൶
の
ế
な
ầ
り
ử
ᙸ
出
Ẵ

目
指

す
姿

現
状

獲
る

漁
業

漁
業

の
6

.5
次

産
業

化

目
指

す
姿

生
業

文
化

ミ
テ

体
制

整
備

現
状

生
業

・
文

化
・

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
つ

な
が

る
こ

と
で

実
現

「
狩

江
漁

業
活

性
化

総
合

計
画

」
の

策
定

と
実

践
「

漁
業

委
員

会
」

の
設

置

体
制

整
備

１
．

海
と

山
が

つ
な

が
る

(1
) 

段
畑

や
森

林
と

海
の

共
存

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

研
究

(2
) 

わ
か

め
等

の
海

草
の

栽
培

(3
)

廃
油

石
鹸

づ
く

り

研
究

機
関

と
の

連
携

(3
) 

廃
油

石
鹸

づ
く

り

２
．

漁
業

者
と

消
費

者
が

つ
な

が
る

(1
) 

ち
り

め
ん

を
教

材
と

し
た

食
育

の
推

進
(2

) 
漁

業
従

事
者

の
研

修
「

漁
業

新
興

ア
カ

デ
ミ

ー
」

(3
) 

都
市

消
費

者
と

の
交

流
促

進

３
海

産
物

と
農

産
物

が
つ

な
が

る

空
き

家
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

の
連

携

３
．

海
産

物
と

農
産

物
が

つ
な

が
る

(1
) 

海
産

物
に

関
す

る
安

心
安

全
の

証
明

・
情

報
発

信
(2

) 
地

域
食

材
と

組
み

合
わ

せ
た

新
し

い
産

品
の

開
発

(3
) 

地
域

経
済

の
発

展
無

茶
々

園
と

の
連

携

関
連

施
設

の
整

備

加
工

設
備

・
施

設
宿

泊
施

設
教

育
・

研
修

施
設

地
域

づ
く

り
拠

点

ʻ
ࢸ

の


ໜ
ᾂ
ᾉ
ᆰ

き
ܼ

ݣ
ሊ

に


൶
の
ế
な
ầ
り
ử
М
ဇ
Ẵ
る

目
指

す
姿

現
状

空
き

家
の

増
加

宿
泊

施
設

と
し

て
の

利
用

（
お

試
し

住
宅

を
含

む
）

指
す

姿

体
制

整
備

現
状

住
居

と
し

て
の

利
用

住
民

・
出

身
者

・
専

門
家

が
つ

な
が

る
こ

と
で

実
現

空
き

家
利

用
に

関
す

る
知

識
習

得
・

計
画

策
定

「
空

き
家

利
用

検
討

委
員

会
」

の
設

置

体
制

整
備

１
．

現
状

と
法

制
度

が
つ

な
が

る
(1

) 
詳

細
な

空
き

家
の

現
況

把
握

（
立

地
、

状
態

、
所

有
者

の
状

況
な

ど
）

(2
)関

連
す

る
法

制
度

の
研

究
実

務
家

・
専

門
家

と
(2

)関
連

す
る

法
制

度
の

研
究

（
宅

建
業

法
、

旅
館

業
法

、
消

防
法

な
ど

）

２
．

住
民

と
家

の
所

有
者

が
つ

な
が

る
(1

)
所

有
物

件
の

利
用

意
向

の
調

査

の
連

携

(1
) 

所
有

物
件

の
利

用
意

向
の

調
査

(2
) 

リ
フ

ォ
ー

ム
に

か
か

る
費

用
の

算
出

(3
) 

賃
貸

・
売

買
の

と
り

き
め

（
ひ

な
形

）
づ

く
り

３
住

民
の

技
と

外
部

の
人

の
力

が
つ

な
が

る
教

育
機

関
や

外
部

団
３

．
住

民
の

技
と

外
部

の
人

の
力

が
つ

な
が

る
(1

) 
実

験
的

な
交

流
利

用
の

展
開

（
民

泊
や

女
性

グ
ル

ー
プ

に
よ

る
食

堂
の

運
営

）
(2

) 
リ

フ
ォ

ー
ム

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
（

建
築

家
の

指
導

に
よ

る
ワ

ク
シ

ョ
ッ

プ
）

教
育

機
関

や
外

部
団

体
と

の
連

携

（
建

築
家

の
指

導
に

よ
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
）

(3
) 

住
居

に
関

す
る

情
報

発
信

(4
) 

山
村

留
学

や
里

親
制

度
の

可
能

性
検

討
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地
域
公
共
交
通
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

ྡ
ྂ
ᒇ

学

学
㝔
環
境
学
◊
✲
⛉
ᩍ
ᤵ

ᅜ
ᅵ
交
通
┬
交
通
ᨻ
策
ᑂ
㆟
会
ጤ
ဨ

(一
㈈
)୰

㒊
㈚
ษ
䝞
ス
㐺
ṇ

セ
ン
䝍
ー
会
㛗

ຍ
⸨
༤


地
域

公
共

交
通

の
ά

ᛶ


が
地

域
の

ά
ᛶ


を

ಁ
す

た
䜑

に
ࠥ

ᙺ
に

立
䛴

地
域

公
共

交
通

䛵
く

り
が

地
域

を
持

続
可

能
に

す
る

䟿
ࠥ


ম
学

ভ
৮

ಈ

ਁ
৫
३
থ
এ
४
क़


ড
ش
ॡ
३
ঙ
ॵ
উ

ऽ
ठ
उ
ऒ
ख
भ
ਠ
ৃ
ऊ
ै


॑
અ
इ
ॊ

-

ু
؞
র
ම
ଢ଼


भ



-
ق

1
7
/
5
/
1
3
ك

•
し
か
し
、
運

転
手

が
ܭ

Ճ
の
Ҟ

Ў
し
か
確

保
で
き
ず
、
ᾃ
உ

か
ら
大

ถ
̝

、
˞

日
全

˞
•

ᾁ
つ
の


で
᭗

ఄ
通

ܖ
ɧ

ӧ
Ꮱ

に
•

タ
ク
シ
ー
も
ᾀ
Ө

し
か
な
い

•
す
で
に
Ⴤ

ϋ
Ἒ
ἕ
Ἡ
の
人

ӝ
ถ

ݲ
ẇ

ထ
ϋ


ɟ

の
᭗

ఄ
も


ఄ
䊻

こ
う
い
う
地

域
は


ᚋ

続
ฟ

ᒱ
㜧

┴
ⓑ

ᕝ
⏫

・
ᮾ

ⓑ
ᕝ

ᮧ

䠄
ⓑ

ᕝ
㒓

<
ⓑ

ᕝ
ᮧ

>
で
は

な
い
䠅


ޛ

᧓
地

域
ẇ
ᾃ
つ
の


を
ᾀ
日

ૠ
̝

の
バ
ス
（民

営
）が

JR
白

߷
ӝ

ᬜ
ま
で
ឥ

り
、
ɼ

な
ᨼ

ᓳ
で
通

ᨈ
通

ܖ
や
ஹ

ᚧ
が
ӧ

Ꮱ
だ
Ế
た

名
古
屋
大
学

加
藤
博
和

17
/0

5/
13

1

ऒ
の
地
域
を
न
अ
ઓ
い
ऽ
घ
ऊ
ء

•
実

ᨥ
բ

᫆
、
᭗

ఄ
生

が


ら
せ
な
い
ထ

Ị
「ෞ

๒
ൿ

ܭ
」

•
で
Ị
、
こ
の
ထ

Ị
ෞ

๒
し
て
も
よ
い
で
す
か
ᾎ

ḵ
「こ

の
ま
ま
だ
と
ෞ

๒
す
る
」
と
言

う
・・

・ᚮ
ૺ

ḵ
「こ

う
す
れ
ị
ෞ

๒
を
ᢤ

け
ら
れ
る
」
と
ᅆ

す
・・

・ϼ
૾

ḵ
「そ

の
た
め
に
ɟ

ደ
に
᪴

ࢌ
ろ
う
」
と
݃

り
ช

う
・・

・治
ၲ

地
域

を
ڠ

い
ᇌ

た
せ
、
ᇌ

Ẽ
Ⴚ

ら
せ
る
ẇ
そ
れ
が
Ẓᐮ


ẓ

名
古
屋
大
学

加
藤
博
和

17
/0

5/
13

2

ᇶ
♏

環
境
学

B
as

ic
⮫
ᗋ
を
支
え
る
共
通
の
ᇶ
┙
を

地
域
を
㉺
え
て
体
⣔

す
る
学
問

デ
᩿
ᆺ

学
問

D
ia

gn
os

is
・
地

⌫
⛉

学
・
⏕

ែ
学

・
地

⌮
学


⒪
ᆺ

学
問

Tr
ea

tm
en

t
・
ᕤ

学
・
㎰

学
・
社

会
⛉

学

⮫
ᗋ

環
境
学

C
lin

ic
al

現
場
で
の
デ
᩿
と

⒪
に

一
㈏
し
て
㈐
௵
が
持
て
る
学
問

ᬑ
㐢

ಶ
ู


ଽ
ો
প
৾
প
৾

୭

৾
ଢ଼

ఐ
ဟ
ര

ਢ

共

ன
ઇ

ଢ଼

७
থ
ॱ
ش
ऋ

উ
ট
ॹ
গ
ش
५
घ
ॊ
7U
DQ
V�
GL
VF
LS
OLQ
DU
\�
な
৾
ਖ

ಏ
෫
୭

৾
�
ध
੦
ຊ
୭

৾

Cl
in

ic
al

 &
 B

as
ic

 E
nv

ir
on

m
en

ta
l S

tu
di

es

※
「⮫

ᗋ
環
境
学

®
」は

、
ྡ
ྂ
ᒇ

学
の
Ⓩ
㘓
ၟ
ᶆ
で
す
䚹

名
古
屋
大
学

加
藤
博
和

17
/0

5/
13

3
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उ

औ
ん
ऋ
い
て
も

ै
च
ॊ
ऒ
ध
ऋ
で
き
な
い

•
バ
ス
運

転
者

の
ዅ

૰
Ị

2
0
0
2
࠰

か
ら

1
0
࠰

᧓
で

2
л

ถ
、
і




᧓
Ị

2
л

ف
ẇ
タ
ク
シ
ー
運

転
者

の
ዅ

૰
Ị


に
ܤ

い

•
運

転
者

の


ר
࠰

ᱫ
Ị
バ
ス
が

5
0
ˊ

Э
Ҟ

、
タ
ク
シ
ー
Ị

6
0
ബ

ᡈ
い

ẇ
若

࠰
の
ૼ

ᙹ
λ

ᅈ
Ị
᩼

ࠝ
に
ݲ

な
い

•
᭗

ᱫ
҄

に
よ
る
自


ถ

、
˯

ࢳ
ᢀ

に
よ
る
ᩉ

Ꮀ
の
ف

加
で
、
സ

る
૾

ẉ
の
仕

事
が
き
つ
く
な
り
、
ܤ

全
ࣱ

に
も
ভ

ࣞ
（

大
事


Ἴ
ス
ク
）

•
全


で
運

転
者

Ị
ɧ

ឱ
ẇ
そ
れ
に
よ
る
ถ

̝
ࡑ・

ഥ
を
˷

Β
な
く
さ
れ

る
ែ

ዴ
バ
ス
事

業
者

も
ྦྷ

し
く
な
い
ẇ
ἅ
ἱ
バ
ス
も
λ


ɧ

ᛦ
が
Ⴘ

ᇌ
つ
ẇ
タ
ク
シ
ー
も
ᆙ


ྙ

˯
ɦ

で
、
ᢂ

Ữ
で
い
る
車

が
ٶ

い

•
そ
し
て
ᡈ

࠰
で
Ị
、


Џ
バ
ス
の
ᩔ

要
ਘ

大
に
よ
Ế
て
バ
ス
車

ɲ
ɧ

ឱ
が
ข

Ц
҄

ẇ
（ႆ

ද
か
ら
ኛ

車
ま
で
ᾀ
࠰

ˌ
ɥ

！
）

ḵ
ᛍ

り
と
や
り
が
い
が
ਤ

て
る
Ꮀ

場
Ề
く
り
と
、
ܤ

ܭ
的

な
ែ

ዴ
ዜ

ਤ
に
よ
る
車

ɲ
確

保
体

制
Ề
く
り
が
必

要
（つ

ま
り
公

共
交

通
の
存

在
ज़

や
大

Џ
さ
を
実

ज़
で
き
る
必

要
）

名
古
屋
大
学

加
藤
博
和

17
/0

5/
13

4

「
उ
で
ऊ
ऐ
」
で
き
ॊ
ऒ
ध
の
প
જ
औ

ज
ो
ऋ
、
地
域
公
共
交
通
の


の
ோ

ਔ
ଝ

•
ク
Ἵ
ἰ
が
あ
れ
ị
地

域
公

共
交

通
Ị
い
ら
な
い
ᾎ

•
ク
Ἵ
ἰ
を
運

転
で
き
な
く
て
も
、
だ
れ
か
に
ʈ

せ
て
も
ら
え
れ
ị
い
い
ᾎ

•
ἴ
ノ
が
ஹ

て
く
れ
れ
ị
い
い
ᾎ

（通
ᝤ

、
ᆆ

動
ᝤ

٥
車

な
ど
）

•
IT
を
使

え
ị
い
い
ᾎ

（S
O

H
O
、
Ἐ
Ἶ
ἥ
˟

議
、
ἓ
ἵ
ἕ
Ἒ
な
ど
）

「
お
で
か
け
」
し
な
く
て
も
ฎ

ớ
の
Ị
い
い
け
ど
、

「
お
で
か
け
」
が
自

ဌ
に
で
き
な
い
と
い
う
の
Ị
ͤ

全
か
ᾎ

「
い
ằ
と
い
う
と
き
使

え
る
」
「
つ
な
が
Ế
て
い
る
」
と
い
う
ܤ

࣎

「お
で
か
け
」
し
や
す
く
す
る
こ
と
Ị
、

生
活

を
、
そ
し
て
地

域
を
「い

き
い
き
わ
く
わ
く
」
に
す
る
た
め
の
૾

ඥ
の
ᾀ
つ

や
る
な
ら
「ʈ

Ế
て
ಏ

し
い
」
「ᨀ

り
て
も
ಏ

し
い
」
を
Ⴘ

指
す
必

要

ʈ
Ế
て
ಏ

し
い
：交

通
手

段
自

体
に
魅

力
が
あ
る

ᨀ
り
て
も
ಏ

し
い
：必

要
な
と
こ
ろ
や
行

き
た
い
と
こ
ろ
に
行

け
る

ḵ
「
お
で
か
け
」
を
੩

̓
す
る
こ
と
で
、
地

域
の

Q
O

L
(Q

u
a
li
ty

 O
f 

L
if
e)
を

᭗
め
、
ܤ

࣎
ܤ

全
を
守

り
豊

か
さ
を
ف

進
さ
せ
る
の
が
地

域
公

共
交

通
名
古
屋
大
学

加
藤
博
和

17
/0

5/
13

5

ॡ
ঝ
ঐ
म
都
ੱ
૬
ྍ
৲
؞
ྦྷ
ਗ
৲
を
യ
ਤ
घ
ॊ

㨩
ຊ

に
ஈ

し
く
↓

ಶ
ᛶ

で
➇

த
ຊ

の
な
い
都

市
域

か
し
こ
く
な
い
し
ᴦ
し
く
な
い

せ
っ
か
く
の
ᅵ
地
が
も
っ
た
い
な
い

体
が
な
ま
っ
て

ᗣ
に
も
ᝏ
い

し
か
も
䝁
ス
ト
が
か
か
り
、

C
O
2
も
た
く
䛥
ん
ฟ
る

名
古
屋
大
学

加
藤
博
和

17
/0

5/
13

6

「
い
ऽ
म
ଭ
ै
な
い
ऐ
न
、
ల
ਟ
ॡ
ঝ
ঐ
ऋ

ઈ
ૡ
で
き
な
く
な
ढ
た
ै
ਹ
৷
し
た
い
」

ध
い
अ
ଢ
を
े
く
ୂ
き
ऽ
घ
ऋ
؞
؞
؞


公

共
交

通
よ
り
ク
Ἵ
ἰ
の
૾

が
̝

М
で
使

い
や
す
い
か
ら

使
Ế
て
い
る
の
が
現

ཞ
ク
Ἵ
ἰ
Ị
ỽ
ー
Ἔ
ἥ
・Ỽ

ー
Ἒ
ἰ
で
Ҟ

自
動

ẇ
公

共
交

通
Ị
ᛦ

べ
な
い

と
ʈ

り
こ
な
せ
な
い
し
、
け
Ế
こ
う
ഩ

か
な
い
と
い
け
な
い


そ
Ữ
な
૾

が
、
ク
Ἵ
ἰ
が
運

転
で
き
な
く
な
Ế
た


に
、
バ
ス

を
М

ဇ
で
き
る
の
か
ᾎ

バ
ス
ͣ

ま
で
ഩ

け
る
か
ᾎ

ἒ
Ỷ
ἶ
を
ᛦ

べ
ら
れ
る
か
ᾎ

ኽ
論

：
ク
Ἵ
ἰ
が
運

転
で
き
な
く
な
Ế
た


に
公

共
交

通
が
М

ဇ
で
き
る
Ị
ず
が
な
い
ẇ
つ
ま
り
そ
の


が
自

ဌ
に
ٳ

出
で
き

な
く
な
る


ク
Ἵ
ἰ
に
ʈ

れ
る
う
Ẽ
に
バ
ス
も
ʈ

る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
必

要

ḵ
「˂

人
事

」
で
Ị
な
く
「

が
事

」
に

名
古
屋
大
学

加
藤
博
和

17
/0

5/
13

7
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「
変
ॎ
ॊ
き
ढ
ऊ
ऐ
」
を
ण
ऊ
め
ॊ
ऊ
ء

•
よ
く
言

わ
れ
る
ྸ

ဌ
：ἴ

ー
タ
Ἴ
Ἆ
ー
シ
Ἱ
ὅ
と
ݲ

܇
᭗

ᱫ
҄

ḵ
公

共
交

通
が
な
く
て
も


ら
し
て
い
け
る

公
共

交
通

だ
け
に
᫂

Ế
て
い
て
Ị
ɧ

̝

ḵ
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
が
Ҿ

׆
か
ᾎ

•
ࢨ

の
（

要
か
つ
ข

Ц
な
）ྸ

ဌ
：公

共
交

通
Ị


७
̔


、

җ
࠰

ɟ
日

（ɭ
の
්

れ
に
つ
い
て
い
け
て
い
な
い
）

ḵ
ఌ

本
Ị
ם

地
М

ဇ
=
交

通


ሊ
だ
が
、
そ
こ
に
行

く
Э

に
や
る
べ
き
こ
と
が
た
く
さ
Ữ
あ
る
（や

ら
な
い
と
ഏ

に
進

め
な
い
）

名
古
屋
大
学

加
藤
博
和

17
/0

5/
13

8

•サ
ー
䝡
ス
ຊ

‒「
心

地
よ
い
⛣

ື
」
を
ど
う
ᥦ

౪
す
る
か

•サ
ー
䝡
ス
ຊ

‒「
心

地
よ
い
⛣

ື
」
を
ど
う
ᥦ

౪
す
る
か

•
⏬

ຊ
‒「

交
通

事
ᴗ

の
ᖖ

㆑
は

ୡ
㛫

の
㠀

ᖖ
㆑

」
を
ฟ

Ⓨ
Ⅼ

に
᰿

ᮏ
見

┤
し

‒ᅛ
ᐃ

ほ
ᛕ

を
そ

す
᪂

た
な
ၟ

ရ
㛤

Ⓨ

‒現
場

を
持

䛴
ປ

ാ
㞟

⣙
ᆺ

⏘
ᴗ

の
ᙉ

み
を
⏕

か
し
た
䝬
ー
䜿
䝔
䜱
ン
䜾

‒
⏬

実
施

と
安

ᐃ
㢳

ᐈ
⋓

ᚓ
に
ᚲ

せ
な
、
地

域
と
の

䝁
ラ
䝪
䝺
ー
シ
ョ
ン

•
⏬

ຊ
‒「

交
通

事
ᴗ

の
ᖖ

㆑
は

ୡ
㛫

の
㠀

ᖖ
㆑

」
を
ฟ

Ⓨ
Ⅼ

に
᰿

ᮏ
見

┤
し

‒ᅛ
ᐃ

ほ
ᛕ

を
そ

す
᪂

た
な
ၟ

ရ
㛤

Ⓨ

‒現
場

を
持

䛴
ປ

ാ
㞟

⣙
ᆺ

⏘
ᴗ

の
ᙉ

み
を
⏕

か
し
た
䝬
ー
䜿
䝔
䜱
ン
䜾

‒
⏬

実
施

と
安

ᐃ
㢳

ᐈ
⋓

ᚓ
に
ᚲ

せ
な
、
地

域
と
の

䝁
ラ
䝪
䝺
ー
シ
ョ
ン

•ᥦ


ຊ
‒「

一
⓶

向
け
た
」
ၟ

ရ
の

P
R

‒᪂


⏬
の

仕


け
ᙺ

‒地
域

ά
ᛶ


䜈

の
取

り
組

み

‒「
地

⌫
に
䜔

䛥
し
い
公

共
交

通
が

㉮
る
」
ま
ち
䜔

ラ
イ
フ
ス
䝍
イ
ル

ᥦ


•ᥦ


ຊ
‒「

一
⓶

向
け
た
」
ၟ

ရ
の

P
R

‒᪂


⏬
の

仕


け
ᙺ

‒地
域

ά
ᛶ


䜈

の
取

り
組

み

‒「
地

⌫
に
䜔

䛥
し
い
公

共
交

通
が

㉮
る
」
ま
ち
䜔

ラ
イ
フ
ス
䝍
イ
ル

ᥦ


公
共
交
通
হ


に

ਏ
な
�ण

の
ৡ

名
古
屋
大
学

加
藤
博
和

17
/0

5/
13

9

ఀ

૪
৶
を

ਅ
૪
৶
に
ી
ॎ
ै
च
な
い
た
め
に

ᡈ
࠰

Ị
JR

ᙱ
日

本
・ɤ

൶
ዴ

が
ࡑ

ዴ
ൿ

ܭ
ẇ

JR
҅

ෙ
道

で
も
い

く
つ
か
の
ዴ

ғ
で
౨

᚛

ྡ
㕲

ᒱ
㜧
��
�9

⥺
༊

䠄
��
��

ᖺ
�᭶

�᪥
ᗫ

⥺
䠅

᱈
ⰼ

ྎ
᪂

交
通

䝢
ー
䝏
ラ
イ
䝘
ー

䠄
��
��

ᖺ
��

᭶
�᪥

ᗫ
⥺

䠅

名
古
屋
大
学

加
藤
博
和

17
/0

5/
13

10

ఀ
ૃ
の

ਃ
ऊ
ै
再
生
し
ण
ण
ँ
ॊ
ள

の
「
ॶ

」

•
「動

ཋ
ᬜ

ᧈ
」
や
「Ỵ

Ἐ
ὅ
ἒ
ὅ
Ἒ
」
だ
け
で
Ị
守

れ
な
い

•
ؕ

本
ἅ
ὅ
Ἐ
ὅ

（ἒ

Ỷ
ἶ
・ᬜ

・車
ɲ

お
よ
Ỏ
˂

ἴ
ー
Ἓ
と
の
ᡲ

ઃ
）
の
৷

本
的

改
善

に
よ
る
М

̝
ࣱ

Ӽ
ɥ

を
ؕ

Ⴔ
と
し
た
、
地

域
で
の
存

在
ज़

ᣱ


•
シ
ὅ
Ἦ
Ἵ
と
し
て
の
「た

ま
」
、
ἳ
ἕ
Ἅ
ὅ
Ἂ
ἵ
ー
と
し
て
の
「Ỵ

Ἐ
ὅ
ἒ
ὅ
Ἒ
」

䠄
ᗫ

Ṇ
か

ྰ
か

で
は

な
く

䠅


⏕
す

る
か

ྰ
か

は
⣬

一
㔜

の
ᕪ

䊻
地

域
が

そ
の

㊰
⥺

に
Ꮡ

ᅾ
意

⩏
を

見
い

だ
せ

た
上

で
、

⮬
ศ

た
ち

で
守

䜝
う

と
し

た
か

ど
う

か
？


ḷ

ᒣ
㟁

㚩
ᰴ

ᘧ
会

社
ྡ


Ọ

ஂ
㥐

㛗
䠄ඖ

・社
㛗

௦
⌮

䠅

ᨾ
・「

た
ま
」ዪ

ྐ
「
か
䜟
い
い
」

と
ゝ

っ
て
い
る
場

ྜ
で
は
な
い
䟿

ఱ
と
、
㥐

㛗
・
ᙺ

ဨ
は
⊧

で
も
ົ

ま
る


௦
に

!?

名
古
屋
大
学

加
藤
博
和

17
/0

5/
13

11
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㛗
㔝

┴
上

⏣
市


ᧈ


Ⴤ

ᇹ
ᾂ
の
ࠊ

ẇ
人

ӝ
1
6
ɢ

人
ࢊ


か
つ
て
Ị
民

営
鉄

道
ዡ

が
あ

Ế
た
が
、

1
9
7
3
࠰

に
全

ࡑ
૾

ᤆ
ẇ
ᾀ
ែ

ዴ
（К


ዴ

）の
Ớ
、
公

的
ᙀ

я
で
存

ዓ


そ
の
ࢸ

、
か
つ
て
Ị
ᇤ

合
し
て

い
た
ࠊ

ϋ
バ
ス

2
ᅈ

も
ү

ೞ
的

ཞ
ඞ

に


地

域
Ӳ

ޖ
の
支

ੲ
体

制
が
Ϊ

実
ẇ
ኺ

営
も
地

域
ɼ

体
に


鉄

道
ዴ

の


送
人

Ճ
Ị

2
0
1
0

࠰
度

ˌ
ᨀ

ف
加

に
転

ẳ
る

名
古
屋
大
学

加
藤
博
和

17
/0

5/
13

12

地
域
ऋ

૽
ध
な
ढ
て
「
उ
で
ऊ
ऐ
」

ق


ك
手

を
ण
く
り
ઉ
घ
ৎ
৻
ष

�उ

に

ॎ
ो
た
ऊ
ै
で
な
く
、

ਏ
ट
ऊ
ै
ঽ
ै
ཱུ

ॊ
�

•
公

共
交

通
が
必

要
な
ྸ

ဌ
、
そ
れ
を
公

的
に
ዜ

ਤ
す
る
必

要
ࣱ

を
「地

域
自

ら
」
ଢ

ら
か
に
す
る

•
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
φ

体
҄

す
る
か
を
「地

域
自

ら
」
ᎋ

え
る

（た
く
さ
Ữ
の
や
り
૾

を
౨

᚛
で
き
る


ˊ
に
）

•
そ
れ
を
ᛡ

が
ど
う
支

え
る
の
か
を
「地

域
自

ら
」
ൿ

め
る

Ṻ
「お

で
か
け
」
の
保

ᚰ
൦

แ
Ị
、
地

域
・自

治
体

が
自

ら
ൿ

め
、
実

ऴ
に
合

わ
せ
ἅ
ὅ
Ἒ
Ἷ
ー
Ἵ

Ṻ
「お

で
か
け
」
を
ᎋ

え
る
こ
と
Ị
、
ま
Ẽ
Ề
く
り
を
ᎋ

え
る

ᨥ
の
大

事
な
要

እ
（
地

域
全

体
の
૾

Ӽ
ࣱ

を
ᎋ

え
る
必

要
）

ḵ
「
お
で
か
け
」
確

保
ሊ

Ị
自

治
体

の


要
な
仕

事
そ
こ
に
参

ဒ
・
ң

力
す
る
の
Ị
、

住
民

・
М

ဇ
者

の
ೌ

М
で
あ
り
義

Ѧ
で
も
あ
る

名
古
屋
大
学

加
藤
博
和

17
/0

5/
13

13

ᮾ
ி
都
Ṋ
ⶶ
㔝
市
「
䝮
ー
䝞
ス
」

䠄
��
��
��
�㐠

⾜
㛤
ጞ
䠅

��
��
��
に
⣼
ィ
��
��
�

ே
㐩
ᡂ

ᮾ
ி
��

༊
に
᥋
す
る
ே
ཱྀ
⛻
ᐦ
地
域

P
ho

to
 M

.F
uk

um
ot

o

自
治

体
に
よ
る
公

共
交

通
確

保
ሊ

の


แ
に

ḵ
現

在
で
Ị
全


の
Ҟ

ૠ
ᡈ

く
の
ࠊ

ထ


が
運

行
ḵ

と
こ
ろ
が
、
ᘙ

᩿
的

「
ἇ
Ἵ
ἰ

」
に
よ
Ế
て
、
˩

て
᩼

な
る
᩼

ј
ྙ

な
「
߹

ׅ
バ
ス
」
が
広

が
る
Ҿ

׆
に
（
இ

ᡈ
Ị
Ἑ
ἰ
ὅ
Ἓ
で
も
・
・
・
）

「
॥

গ
ॽ
ॸ
ॕ
ং
५
」
म

਼

ध
な
ढ
た
ऊ
ء

•「


⏬
・
㐠

Ⴀ
」
と
「
㐠

⾜
」
の

ศ
㞳

⮬


体
䠖


⏬
・
㐠

Ⴀ
䠄
ጤ

ク
䠅

交
通

事
ᴗ

⪅
䠖
㐠

⾜
䠄
ཷ

ク
䠅

ĺ
交

通
事

ᴗ
⪅

の
ゝ

い
な
り
で
な
い

ĺ
公

Ⴀ
交

通
の

よ
う
に
事

ᴗ


支
に

↹
䜟

䛥
れ

る
こ
と
が

な
い

•そ
れ

に
よ
っ
て
可

能
と
な
っ
た

᪂
し
い
ᇶ

ᮏ
䝁
ン
䝔
ン
䝒
タ

ᐃ
ᑠ

ᅇ
り
ᚠ

環
、


␃
ᡤ

㛫
㝸
��
�P

、
ᑠ

ᆺ
䝞

ス
、
��
�

㐠
㈤

ĺ
ᪧ

ᘢ
な
㊰

⥺
䝞

ス
の

ᴫ
ᛕ

を
そ

す
ĺ

地
域

に
ྜ

っ
た
公

共
交

通
を
実

現

名
古
屋
大
学

加
藤
博
和

17
/0

5/
13

14

•
䝍
ク
シ
ー
事

ᴗ
⪅

が
地

域
に
㐠

⾜
を

ᥦ

し
、
市
も
༠
ຊ

•
地
域
・
事
ᴗ
⪅
・
市
の
「
୕

一
体
」

地
域
䠖
㐠
Ⴀ
ጤ
ဨ
会
を
組
⧊
し
、
㐠
⾜

ᙧ
ែ
᳨
ウ
、
利
用
ಁ
㐍
、
༠
ຊ
㔠
負
ᢸ

事
ᴗ
⪅
䠖
㐠
⾜
ィ
⏬
立

、
䝁
ス
ト
削

減
、
サ
ー
䝡
ス
ᨵ
ၿ

市
䠖
住

Ẹ
と
事

ᴗ
⪅

と
の

ㄪ
ᩚ

、
㐠

⾜
䜈
の
ຓ
ゝ
・
支

䠄
立
ೃ
⿵
方
ᘧ
䠅

•


ྜ
䝍
ク
シ
ー
䠄
㐠

㈤
ᙜ

ึ
1
0
0


、
ᚋ
に

1
5
0

䠅
に
よ
る
㧗
㢖
ᗘ
・
地
ඖ

ᐦ
╔
ᆺ
㐠
⾜
で
住
Ẹ
の
支
持
を
ᚓ
る

•
ၟ
ᗑ
⾤
は
୰
心
㒊
に
䝞
ス
ᚅ
ྜ
ᡤ
を

᧦
し
、
す
䛠
㞄

の


つ
ᶍ

シ
ョ
䝑
䝢
ン

䜾
䝰
ー
ル
に
負
け
䛪
㈰
䜟
い
を
ಖ
䛴

䊻
ク
ル

䝬
に
㢗

ら
䛪
い
䛴
ま
で
も
住

ん
で
い
け
る
ま
ち
䜈

䟿

「
ᯞ
ග
䜔
ま
䛥
か

ྜ
䝍
ク
シ
ー
」

䠄


ᕞ
市
「
䛚
で
か

け
交

通
」
の

Ⓨ
⚈

、
2
0
0
0
ᖺ

1
0
᭶

3
1
᪥

㐠
⾜

㛤
ጞ

䠅
㐠
⾜

体
䠖
ග
䝍
ク
シ
ー

•㇂
ᗏ

䛻
ၟ

ᗑ
⾤

、
ᛴ

ᩳ
㠃

䛻
ఫ

Ꮿ
地

•㧗
㱋

化
㐍

ᒎ
、
ク
䝹
マ
が


䛘
な
い
⎔

ቃ
（
車

ᗜ
な
し
、
㐨

路
⊃

㝼
）

•こ
の
䜎
䜎
で
は
ၟ

ᗑ
⾤

も
ఫ

Ꮿ
地

も
⾶

㏥

P
ho

to
 M

.F
uk

um
ot

o

名
古
屋
大
学

加
藤
博
和

17
/0

5/
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ਃ

・
ૅ

ੲ
૾

ඥ
は

ಮ
ŷ

ʴɹ


地
域

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

地
域

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

࣎࣎

ӝӝ

ࠊ
ထ


ࠊ

ထ


ʩ
ᡫ

ʙ
ಅ

ᎍ
ʩ

ᡫ
ʙ

ಅ
ᎍ

ඝ
ዴ

˖
ಅ

等
ඝ

ዴ
˖

ಅ
等

ע
؏

˰
ൟ

ע
؏

˰
ൟ

М
ဇ

ᎍ
М

ဇ
ᎍ

み
ん
な
で
「

ਚ
ೃ
୵
」
੍
え
ॊ

•み
ん
な
ᑐ

➼
•ゝ

い
っ
䜁

な
し
に
し
な
い

•で
き
る
こ
と
を
䜔

る
䊻

 ಙ
㢗

㛵
ಀ

名
古
屋
大
学

加
藤
博
和

17
/0

5/
13

16

「

ਚ
ೃ
୵
」
の

੯

ع
「
ৗ
し
い
公
共
」
म
ୄ
ढ
て
い
て
も
で
き
な
い
ع

①
公

共
交

通
を
必

要
と
す
る

地
域

住
民

の
ᫍ

い
や
活

動
②

ྸ
ᚐ

し
ɦ

支
え
す
る
自

治
体

③
ң

力
的

で
あ
り
、
あ
わ
よ
く
ị

ૼ
し
い
ἥ
Ἂ

ス
に
し
よ
う
と

す
る
交

通
事

業
者

④
ɼ

体
᧓

の
意

࣬
ျ

通
を
図

り
М

ܹ
᧙

̞
を
ᛦ

ૢ
す
る
Ỷ
ὅ
タ
Ἡ
Ἴ

タ
ー
（言

ᓶ
が
通

ẳ
る
よ
う
に
な
れ
ị

ἅ
ー
Ἑ
ỵ

ー
タ
ー
が
必

要
に
）

Ḥ
 行


：や

Ế
か
い


い
で
Ị
な
い
ẇ
お


で
ᚐ

ൿ
で
き
な
い
だ
け
᩿

͂
Ḥ

 事
業

者
：ま

さ
に
ૼ

し
い
ἥ
Ἂ

ス
ἓ
ἵ
ὅ
ス
の
ܰ

ࡉ
ẇ
「囲

い
ᡂ

Ớ
」
も

意
ᜤ

共
有

で
き
る
人

た
Ẽ
が
ᨼ

ま
り
、
行

動
で
き
る
場

の
必

要
ࣱ

そ
れ
が
な
い
と
ỿ
ー
ἣ
ー
Ἇ
ὅ
も
活


で
き
な
い

意
ᜤ

共
有

で
き
る
人

た
Ẽ
が
ᨼ

ま
り
、
行

動
で
き
る
場

の
必

要
ࣱ

そ
れ
が
な
い
と
ỿ
ー
ἣ
ー
Ἇ
ὅ
も
活


で
き
な
い

名
古
屋
大
学

加
藤
博
和

17
/0

5/
13

17


ଽ
ો
ఢ
ఈ
で
ઁ
ऽ
ॊ
、
市

੨
ऋ
उ
ᇉ
立
て

し
た
「
地
域



」
公
共
交
通


ྡ
ᙇ
市
䠖
地
域
䝞
ス
「
ᅜ
ὠ
」
0
4
ᖺ

9
᭶
、
「
㘊
⏕
」
0
8
ᖺ

4
᭶
、

「
⸀
ཎ
」
7
᭶
、
「
⥳
䞄
ୣ
」
0
9
ᖺ

4
᭶
、
「
⨾

」
1
2
ᖺ

4
᭶


ఀ
㈡
市
䠖
「
ẚ
⮬
ᒱ
」
0
3
ᖺ

1
1
᭶
䠄
0
9
ᖺ

4
᭶
᭷
ൾ

䠅


ᯇ
㜰
市
䠖
䝁
䝭
ュ
䝙
䝔
䜱
䝞
ス
「
㯮
㒊
・
ᮾ
」
0
6
ᖺ

7
᭶
、
「
ᶵ
Ẋ
・

ᮅ
見
」
0
8
ᖺ

7
᭶
、
「
㣤
㧗
Ἴ
℩
᳃
」
1
0
ᖺ

4
᭶
、
「
Ꮀ
㔝
」
1
1
ᖺ

8
᭶
、
「
୕
㞼
」
1
2
ᖺ

1
0
᭶


㇏
⏣
市
䠖
地
域
䝞
ス
「
㧗
ᒸ
」
0
0
ᖺ

9
᭶
、
「
Ỉ
※
ᮾ
」
「
ಖ
見
」
0
7

ᖺ
9
᭶
、
「
᪫
」
1
0
᭶
、
「
⸨
ᒸ
」
0
8
ᖺ

4
᭶
、
「
ᑠ
ཎ
」
0
9
ᖺ

4
᭶


ᒱ
㜧
市
䠖
䛞
䜅
っ
こ
䝞
ス

0
6
ᖺ

1
0
᭶

4
㊰
⥺
、

0
8
ᖺ

6
᭶

4
㊰
⥺
、

0
9
ᖺ

6
᭶

2
㊰
⥺
、

1
0
ᖺ

9
᭶

1
㊰
⥺
、

1
2
ᖺ

9
᭶

1
㊰
⥺
、

1
2
ᖺ

1
0
᭶

1
㊰
⥺
、

1
3
ᖺ

9
᭶

1
㊰
⥺
、

1
4
ᖺ

9
᭶

2
㊰
⥺
、

1
5
ᖺ

9
᭶

2
㊰
⥺
、

1
6
ᖺ

9
᭶

1
㊰
⥺


一
ᐑ
市
䠖
⏕
ά
交
通
䝞
ス
「
ⴗ
ཎ
・


」
「
༓
⛅
」
0
7
ᖺ

1
1
᭶


㛵
市
䠖
地
域
䝞
ス

5
地
༊
で

0
9
ᖺ

4
᭶


ᒸ
ᓮ
市
䠖
「
ୗ
ᒣ
」
0
9
ᖺ

3
᭶
、
「
ᙧ
ᇣ
」
0
9
ᖺ

1
1
᭶
、
「
ᐑ
ᓮ
」
0
9

ᖺ
1
2
᭶
、
「
㇏
ᐩ
」
1
0
ᖺ

3
᭶


㇏
ᶫ
市
䠖
地
域
⏕
ά
䝞
ス
・
䝍
ク
シ
ー
「
ᮾ
㒊
」
0
8
ᖺ

7
᭶
、
「


㒊
」
1
0
ᖺ

1
0
᭶
、
「
๓
Ⱚ
」
「
༡
㒊
」
1
3
ᖺ

1
0
᭶
、
「
ᕝ

」
1
6
ᖺ

1
᭶


ὠ
市
䠖
「
㧗
ᯇ
ᒣ
」
1
3
ᖺ

1
᭶
、
「

ಛ
」
1
5
ᖺ

2
᭶
、
「
上
బ
⏣
」

1
5
ᖺ

1
2
᭶

㇏
ᶫ
市
ᕝ

地
༊

「
ス
䝬
イ
ル
ྕ
」

䠄
16

/0
1/

13
㐠
⾜
㛤
ጞ
䠅

名
古
屋
大
学

加
藤
博
和

17
/0

5/
13

18

Ƃ
ɼ

ܸ
ᎍ

ƃ
ࠊ

ғ
ထ


Ტ

ᙐ
ૠ

ࠊ
ғ

ထ


σ
ӷ

Ŵ
ᣃ

ᢊ
ࡅ

Ⴤ
ǋ

ӧ
Უ

Ƃ
ನ


Ճ

ƃ
ࠊ

ғ
ထ


Ŵ

˰
ൟ

ˊ
ᘙ

Ŵ
М

ဇ
ᎍ

ˊ
ᘙ

Ŵ
ᣃ

ᢊ
ࡅ

Ⴤ
Ŵ

ע
૾

ᢃ


ޅ
Ტ

Ӎ
は

ૅ
ޅ

Უ
Ŵ


ܲ

ᐯ
ѣ


ᢃ

ᡛ
ʙ

ಅ
ᎍ

Ტ
Ӎ

は
Ʀ

Ʒ
ׇ

˳
Უ

Ŵ
ɟ

ᑍ
ʈ

ӳ


ܲ
ᐯ

ѣ


ᢃ
ᡛ

ʙ
ಅ

ƴ
̞

ǔ
і


ኵ

ӳ
Ʒ

ˊ
ᘙ

ᎍ
Ŵ

ᢊ
ែ

ሥ
ྸ

ᎍ
Ŵ

ᣃ
ᢊ

ࡅ
Ⴤ

ᜩ
ݑ

Ŵ
ܖ

ᜤ
ኺ

᬴
ᎍ

等

Ტ
ע

؏
Ʒ

ܱ
ऴ

ƴ
ࣖ

ơ
Ư

Უ
Ტ

è
ʙ

క
ƴ

Ǒ
Ƭ

Ư
ನ


Ճ

Ǜ
٭


Ơ

Ư
Ў

ᅹ
˟

࢟
ࡸ

Ʊ
Ƣ

ǔ
Ɯ

Ʊ
ǋ

ӧ
Უ

Ƃ
Ⴘ

ႎ
ƃ

・
ע

؏
Ʒ

ȋ
ȸ

Ǻ
ƴ

ұ
Ơ

ƨ
ʈ

ӳ
ᢃ

ᡛ
ǵ

ȸ
ȓ

ǹ
Ʒ

ᢃ
ᘍ

࢟
७

Ტ
ࠊ

ထ


ᢃ
փ

Ȑ
ǹ

Ʒ
࣏

ᙲ
ࣱ

Ǜ
ԃ

ǉ
Უ

Ŵ
ǵ

ȸ
ȓ

ǹ
൦

แ
Ŵ

ᢃ


等
ƴ

ƭ
ƍ

Ư
ң

ᜭ
ŵ

࣏
ᙲ

ƴ
ࣖ

ơ
Ư

Ŵ
̊

Ƒ
ƹ

ע
؏

Ʒ
ʩ

ᡫ
ᚘ

ဒ
Ǜ

ሊ
ܭ

・


ᡛ
Ʒ

ܤ
μ

Ŵ


ܲ
Ʒ

М
̝

Ʒ
ᄩ

̬
૾

ሊ
等

Ǜ
ᛟ

ଢ
Ტ

ע
૾

ᢃ


ޅ
ƴ

Ɠ
ƍ

Ư
ݙ

௹
Უ

地
域
公
共
交
通
会
議

Ũ


ᡛ
Ʒ

ܤ
μ

・
М

̝
Ʒ

ᄩ
̬

・
ɟ

ܭ
Ʒ

ᜒ
፼

Ʒ
̲

ʕ
Ტ

ᢃ
᠃

ᎍ
Უ

・
ᢃ

ᘍ
ሥ

ྸ
˳

С
Ŵ

ʙ


ϼ
ྸ

˳
С

・
ᢃ

ᡛ
Ʒ

ݣ
̖

Ʒ
ਫ਼

ᅆ
፯

Ѧ
等

Ũ
ʙ

ࢸ
ȁ

ǧ
ȃ

ǯ
・

ʙ
ಅ

ો
ծ

ԡ
ˋ

Ŵ
ᘍ


ϼ

Ў
等

��
条

（
旧
��

条
）に

基
づ
く

自
家

用
自
動

車
に
よ
る

有
償

運
送
（
市
町

村
運
営

バ
ス
）

＜
登

録
（
更

新
制

）＞

Ũ
ᢃ


ᛐ

ӧ
Ʒ

ފ
Ј

҄

Ũ
ᢊ

ែ
ሥ

ྸ
ᎍ

・
ᜩ

ݑ
ǁ

Ʒ
ॖ

ᙸ
ༀ

˟
Ʒ

ቇ
̝

҄

Ũ


แ
ϼ

ྸ
ೞ

᧙
Ʒ

ჺ


・
ែ

ዴ
٭


ᛐ

ӧ
Ʒ

ᡆ
ᡮ

҄
等

新
�条

に
基

づ
く
乗

合
事
業

者
に
よ
る
運
送

（
旧
��

条
コ
ミ
バ
ス
等
含
む
）

＜
事

業
認
可

又
は
事
業

計
画
変

更
認
可
＞

事
ᴗ
⪅
䜈
ጤ
ク
す
る

こ
と
と
な
っ
た
場

ྜ
事
ᴗ
⪅
に
よ
る
こ
と

が
ᅔ
㞴
な
場
ྜ

更 新 ・ 変 更

20
0�
年
改
正

ଡ଼
ઈ
ଛ
法
で
で
き
た
५
ॸ
ش
ॡ

ঝ
ॲ
ش
ভ
議

「
地
域
公
共
交
通
ভ
議
」

「
ࠊ

ထ


の
公

共
交

通
を

ࠊ
ထ


が
自

ら
ൿ

め
る
」

た
め
の
場

（
ཎ

ғ
）

•地
域

と
し
て
必

要
な
路

線
（
乗

合
バ
ス
）
の
変

更
を
自

ら
協

議
し
認

定
す
る
こ
と
で
、
各

種
許

可
が
簡

略
化

・
弾

力
化

（
運

賃
・
路

線
・
車

両
な
ど
）

•通
常

は
で
き
な
い
「
オ
ン
デ
マ

ン
ド
運

行
（
区

域
運

行
・
路

線
不

定
期

運
行

）
」
「
タ
ク
シ
ー
車

両
利

用
」
も
可

能
と
な
る

•し
か
し
一

番
大

切
な
の
は
・
・
・

「
一

般
乗

合
路

線
な
ら
な
ん
で

も
認

定
で
き
る
」
こ
と

名
古
屋
大
学

加
藤
博
和

17
/0

5/
13
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P
ho

to
   

ro
se

nz
u.

co
m

地
༊

交
通

䠄
地

域
ෆ

フ
䜱
ー
䝎
ー
䠅

地
域
䝞
ス

᪫
地
域
䝞
ス

07
.1

0.
1㐠

⾜
㛤
ጞ

交
ὶ

交
通

䠄
地

域
㛫

ᖿ
⥺

䠅
ᇶ
ᖿ
䝞
ス
「
と
よ
た
䛚
い
で
ん
䝞
ス
」

᪫
・㇏

⏣
⥺
、
✄
Ṋ
・㊊

ຓ
⥺

07
.1

1.
1㐠

⾜
㛤
ጞ

•市
୰
心
㒊
か
ら
ᪧ
⏫
ᮧ
ᙺ
場
ま

で
の
㊊
を
☜
ಖ

• 㐠
㈤
・
㌴
両
・
౽
ᩘ
は
⤫
一

䠄
㧗
ᰯ
⏕
が
通
学
・
㒊
ά
可
能
、

᭱
⤊
は
��


ྎ
䠅

• ྛ
地
域
䝞
ス
の
ᣐ
Ⅼ
を
ᙧ
ᡂ

䠄
ᪧ
ᙺ
場
で
3	

5
も
䠅

•ྛ
地
域
䠄
ᪧ
⏫
ᮧ
ෆ
な
ど
䠅
の
㊊

を
☜
ಖ

•地
域
が

体
と
な
っ
た

⏬
・

㐠
Ⴀ
が
、
౪
⤥
の

๓
ᥦ

•サ
ー
䝡
ス
䝺
䝧
ル
䠄
ᇶ
ᮏ
䝁
ン
䝔

ン
䝒
䠅
・
㐠
㈤
は
ྛ
地
域
で
Ỵ
ᐃ

し
、
㐺
ᐅ
見
┤
し

ᇶ
ᖿ

㊰
⥺

は
イ
ン
フ
ラ
と
と
ら
え
、
市

は
㈐

௵
も
っ
て
ရ

㉁
ಖ

ド
す
る
䟿

地
域
㊰
⥺
は
地
域
が
「䛴

く
り
」「
守
り
」「
育
て
」、

市
は
ᚋ
方
支

す
る
䟿

㇏
⏣

市
の

ᖿ
⥺

・
フ
䜱
ー
䝎
ー
䝞

ス
体

⣔

名
古
屋
大
学

加
藤
博
和

17
/0

5/
13

20

ऽ
ठ
त
く
り
に

൴
で
き
ॊ

「
उ
で
ऊ
ऐ
」
ॿ
ॵ
ॺ
ড
ش
ॡ
ق
ි
ك

名
古
屋
大
学

加
藤
博
和

17
/0

5/
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21

こ
の
䠎
䛴
を
䛤
ち
䜓
䛤
ち
䜓
に
⪃

え
る
の
で
な
く

ど
う
ศ

ᢸ
し
、
㓄

⨨
し
、
⤖

䜃
䛴
け
る
か
が


事

だ
れ

で
も
ᴦ

し
く
䛚
㉺

し
い
た

だ
け
る
地

域
䠖
交

ὶ
支


–
ク
Ἵ
ἰ
を
使

え
る
人

に
と
Ế
て

も
、
ʈ

Ế
て
ಏ

し
い
、
ᨀ

り
て
も

ಏ
し
い
公

共
交

通
ἇ
ー
ἥ
ス

ḵ
「ឥ

Ế
て
い
る
」
か
ら
「行

き
た
く
な
る
ẇ
住

Ớ
た
く
な
る
」
ồ

だ
れ

で
も
安

心
し
て
ᬽ

ら
せ

る
地

༊
䠖
⏕

ά
支


–
ク
Ἵ
ἰ
を
使

え
な
い
人

に
も
、

生
活

に
இ

˯
ᨂ

必
要

な
お

で
か
け
（通

ܖ
・通

ᨈ
・ᝰ

ཋ
ሁ

）ᆆ
動

を
保

ᨦ
す
る
公

共
交

通
ἇ
ー
ἥ
ス
や
ࢻ

ഩ
環

境
ḵ

「空
白

を
؈

め
る
」
か
ら
「


ら
し
て
い
け
る
」
ồ

॥
থ
ঃ
ॡ
ॺ
ٔ
ॿ
ॵ
ॺ
ড
ش
ॡ
؞
؞
ऽ
ध
ऽ
り
、
ण
な
ऋ
ॊ

「
ব
ଅ
の
ॢ
ছ
থ
ॻ
ॹ
२
ॖ
থ
20
50
」
の
य़
ش
ড
ش
ॻ

名
古
屋
大
学

加
藤
博
和

17
/0

5/
13
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改
正
「
地
域
公
共
交
通
ણ
ਙ
৲
؞
再
生
法
」

20
14
年
2月

12
日
閣
議
決
定
、
5月

14
日
成
立
、
5月

21
日
公
布
、
11
月
20
日
施
行

名
古
屋
大
学

加
藤
博
和

17
/0

5/
13

23
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改
正
「
都
市
再
生
特
別
措
置
法
」

20
14
年
2月

12
日
閣
議
決
定
、
5月

14
日
成
立
、
5月

21
日
公
布
、
8月

1日
施
行

名
古
屋
大
学

加
藤
博
和

17
/0

5/
13

24
名
古
屋
大
学

加
藤
博
和

17
/0

5/
13

25

㫽
取

┴
ᮾ

㒊
地

域
公

共
交

通
⥙

ᙧ
ᡂ

ィ
⏬

䠄
2
0
1
7
.3

策
ᐃ

䠅
JR

・若
桜
鉄
道
・バ

ス
（日

本
交
通
・日

ノ
丸
自
動
車
）、

タ
ク
シ
ー
、
公
共
交
通

空
白
地
有
償
運
送
を
す
べ
て
合
わ
せ

て
、
く
ら
し
を
支

え
る
「お

で
か
け
」
手

段
を
死
守
！

「
み
ん
な
の
想
い
」
で
地
域
公
共
交
通
を
地
域
の
手
に
取
り

戻
し
、
地
域
を
い
き
い
き
し
た
も
の
に
変
え
て
い
く
た
め
に

•
住

民
の
想

い
：必

要
な
お
で
か
け
が
確

保
さ
れ
た
生

活
環

境
•

自
治

体
の
想

い
：豊

か
で
魅

力
的

な
地

域
•

事
業

者
の
想

い
：存

在
意

義
が
あ
り
、
収

益
も
出

る
事

業
運

営
•

運
転

手
の
想

い
：や

り
が
い
が
あ
り
苦

し
く
な
い
仕

事
場

こ
れ
ら
（w

in
-
w

in
）を

全
部

実
現

す
る
こ
と
が
で
き
る
、

「
み
ん
な
が
安

心
し
て
住

み
続

け
ら
れ
る
持

続
可

能
な
地

域
」
を
支

え
う
る

「
み
ん
な
が
利

用
し
た
く
な
る
持

続
可

能
な
公

共
交

通
」
を

「
み
ん
な
で
守

り
育

て
る
」
体

制
そ
の
た
め
に
大

事
な
の
が
「
現

場
起

点
」
（
＝

担
当

者
の
よ
り
ど
こ
ろ
）

–
意

見
を
言

い
、
議

論
し
、
取

組
に
参

加
し
、
評

価
す
る
こ
と
で
、

改
善

を
進

め
て
い
け
る
「場

」
を
つ
く
り
広

げ
る
こ
と

–
だ
れ
の
指

図
を
受

け
る
の
で
も
な
く
、
人

任
せ
に
せ
ず
、
で
き
る
範

囲
で
、

し
か
し
か
し
こ
く
、
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日　時：2017 年 5 月 13 日（土）　14:00 ～ 17:30

会　場：日本学術会議講堂　東京都港区六本木 7 丁目 22 番地 34 号

主　催：日本学術会議 土木工学・建築学委員会　地方創生のための国土・まちづくり分科会




